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昨
年
六
月
ま
で
の
一
年
間
に
供
給
さ
れ
た
米
の
量
は
需
要
量
よ
り
四
十
四
万
ト
ン
も
少
な
く
な
り
、
民
間
在
庫
が
史
上
最
低

に
落
ち
込
む
中
、
米
不
足
が
顕
在
化
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。
政
府
は
九
十
一
万
ト
ン
の
備
蓄
米
の
う

ち
、
一
般
競
争
入
札
と
随
意
契
約
に
よ
っ
て
、
八
十
一
万
ト
ン
を
放
出
す
る
こ
と
を
決
め
、
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
国
民

は
長
く
米
不
足
と
価
格
高
騰
に
苦
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、
米
農
家
に
と
っ
て
五
キ
ロ
二
千
円
の
価
格
は
大
幅
な
赤
字
を
強
い
ら

れ
る
水
準
で
あ
り
、
備
蓄
米
の
無
制
限
放
出
で
民
間
在
庫
が
だ
ぶ
つ
き
、
米
価
が
大
幅
下
落
す
る
不
安
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
備
蓄
米
が
底
を
尽
き
、
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
が
な
く
な
る
こ
と
へ
の
危
惧
も
広
が
っ
て
い
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
政
府
に
対
し
質
問
す
る
。 

一 

今
回
の
備
蓄
米
放
出
の
根
拠
は
何
か
。
い
わ
ゆ
る
食
糧
法
第
四
十
九
条
に
基
づ
く
も
の
か
。
今
後
、
大
災
害
や
大
不
作
だ

け
で
な
く
、
米
不
足
が
生
じ
た
り
、
市
場
価
格
が
上
が
り
国
民
生
活
に
影
響
が
出
た
と
き
に
は
、
備
蓄
米
を
放
出
す
る
方
針

を
と
る
の
か
。 

二 

政
府
は
備
蓄
米
の
放
出
に
関
し
「
法
制
局
と
も
相
談
し
て
、
貸
し
付
け
る
条
件
で
な
い
と
法
律
上
出
せ
な
い
」
と
答
弁
し

て
い
た
。
今
回
の
随
意
契
約
に
よ
る
備
蓄
米
放
出
の
法
的
根
拠
は
何
か
。 
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三 

農
林
水
産
省
は
、
随
意
契
約
で
売
り
渡
さ
れ
た
二
〇
二
一
年
、
二
〇
二
二
年
産
米
の
三
十
万
ト
ン
に
つ
い
て
、
店
頭
で
の

価
格
を
、
五
キ
ロ
当
た
り
税
抜
き
二
千
円
程
度
と
試
算
し
て
い
る
。
で
は
、
二
〇
二
四
年
産
米
及
び
一
般
競
争
入
札
分
の
三

十
一
万
ト
ン
に
つ
い
て
は
、
店
頭
価
格
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。
目
標
と
す
る
目
安
等
は
あ
る
の
か
。 

四 

一
般
競
争
入
札
分
の
三
十
一
万
ト
ン
は
、
ほ
ぼ
全
量
集
荷
業
者
に
引
渡
し
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
本
年
五
月
二
十
五
日

現
在
、
精
米
販
売
数
量
は
六
・
三
七
万
ト
ン
と
二
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
対
処
に
つ
い
て
政
府
の
考
え
を
伺

う
。 

五 

二
千
円
前
後
の
低
価
格
の
備
蓄
米
の
販
売
は
、
令
和
六
年
度
産
米
及
び
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
備
蓄
米
の
価
格
を
高
止
ま

り
さ
せ
、
購
買
さ
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

六 

小
泉
進
次
郎
農
林
水
産
大
臣
は
国
会
で
、
卸
の
大
手
売
上
高
は
百
二
十
％
を
超
え
、
営
業
利
益
は
五
百
％
ぐ
ら
い
と
述
べ

た
が
、
大
手
卸
の
営
業
利
益
は
不
当
な
利
益
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
大
手
卸
業
者
が
市
場
価
格
を
つ
り
上
げ
、
買

占
め
・
出
し
惜
し
み
を
し
た
事
実
は
あ
る
の
か
。 

七 

政
府
備
蓄
米
の
八
十
一
万
ト
ン
の
放
出
に
よ
っ
て
、
二
〇
二
六
年
六
月
末
の
民
間
在
庫
量
が
約
三
百
万
ト
ン
の
見
通
し
と

な
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
米
不
作
、
価
格
高
騰
か
ら
転
じ
て
供
給
過
剰
、
価
格
下
落
と
な
る
可
能
性
は
な
い
の
か
。
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見
解
と
対
処
策
を
示
さ
れ
た
い
。 

八 
銘
柄
米
や
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
政
府
備
蓄
米
の
小
売
価
格
が
下
が
れ
ば
、
高
値
で
仕
入
れ
た
流
通
業
者
は
、
予
見
不
可

能
な
政
府
の
行
動
に
よ
っ
て
損
害
を
被
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
損
害
に
対
す
る
補
償
、
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。 

九 

政
府
備
蓄
米
の
八
十
一
万
ト
ン
の
放
出
等
に
よ
っ
て
、
二
〇
二
六
年
六
月
末
の
民
間
在
庫
量
が
約
三
百
万
ト
ン
の
見
通
し

と
な
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
五
年
秋
の
主
食
用
米
の
生
産
見
込
み
は
六
百
八
十
三
万
ト
ン
、
飼
料
用
米
か
ら

の
転
作
を
合
わ
せ
る
と
七
百
十
九
万
ト
ン
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
の
供
給
前
倒
し
に
よ
っ
て
流

通
市
場
に
米
が
流
入
す
る
こ
と
と
な
る
。
米
不
作
、
価
格
高
騰
か
ら
転
じ
て
供
給
過
剰
、
価
格
下
落
と
な
る
可
能
性
は
な
い

の
か
。
見
解
と
対
処
策
を
示
さ
れ
た
い
。 

十 

比
較
的
安
い
随
意
契
約
の
備
蓄
米
は
、
小
売
業
者
の
み
に
限
定
さ
れ
、
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
。
こ
ど
も
食
堂
・
こ

ど
も
宅
食
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
対
す
る
政
府
備
蓄
米
の
無
償
交
付
に
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
か
。
生
活
困
窮
者
へ
米
を
あ
ま

ね
く
届
け
る
手
立
て
は
あ
る
の
か
。 

十
一 

政
府
は
予
定
も
含
め
て
、
約
八
十
一
万
ト
ン
の
備
蓄
米
を
放
出
す
る
が
、
そ
う
な
れ
ば
備
蓄
米
の
残
量
は
約
十
万
ト
ン

と
な
る
。
一
九
九
三
年
の
米
不
足
を
契
機
に
、
政
府
は
備
蓄
米
を
二
十
万
ト
ン
か
ら
百
万
ト
ン
に
引
き
上
げ
、
国
産
米
で
一
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年
間
供
給
で
き
る
水
準
と
し
て
、
百
万
ト
ン
程
度
を
備
蓄
す
る
と
説
明
し
て
き
た
。 

 
 

今
後
、
災
害
や
高
温
障
害
、
病
虫
被
害
等
に
よ
っ
て
、
米
不
足
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
起
こ
ら
な
い
と
も
限
ら
な

い
。
十
万
ト
ン
の
備
蓄
で
、
不
測
の
事
態
に
備
え
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
備
蓄
を
回
復
す
る
手
立
て
に
つ
い
て
、
ま
た
備
蓄

量
目
標
を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
伺
う
。 

十
二 

小
泉
大
臣
は
本
年
六
月
八
日
付
の
日
本
経
済
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
、
「
こ
れ
ま
で
の
農
政
は
生
産
者
の
保
護

に
重
点
が
あ
り
、
供
給
力
や
国
際
競
争
力
を
高
め
る
視
点
に
欠
け
て
い
た
」
「
生
産
を
増
や
し
て
余
っ
た
ら
「
国
が
（
面
倒

を
）
」
と
い
う
の
は
間
違
い
だ
。
需
要
に
応
じ
た
生
産
が
大
事
」
と
答
え
て
い
る
。
増
産
に
よ
り
価
格
が
下
が
っ
て
も
政
府

は
農
家
所
得
を
補
償
し
な
い
と
読
め
る
が
、
こ
れ
は
政
府
の
方
針
か
。 

十
三 

気
候
や
経
済
変
動
な
ど
で
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
も
米
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ゆ
と
り
あ
る
生
産
量
と
備
蓄
量
が

求
め
ら
れ
る
。
減
産
か
ら
増
産
へ
転
換
、
生
産
者
へ
の
経
営
維
持
の
た
め
、
生
産
者
へ
の
価
格
・
所
得
保
障
が
必
要
と
考
え

る
が
、
政
府
の
考
え
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


